
FLOAT HOUSE

採光

浮力

木質加工

ガラス

浮力システム

家族期間各々の生活 各々の生活
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

同じ家に住み、家族各々で違った生活を送っているのが現状で
ある。12 か月のなかで 2 か月間だけ家族全員が同じ生活コミュ
ニケーションを取り、生活を見直すプログラム。

海上移動型住宅の提案。住宅全体を木で加工したものとし、内部空間
を住宅とすることで浮力をもたせる。建物周りにガラスを広げること
で自然光を軸とした採光が可能となる。

地域交流

食事

旅行談笑

趣味共有
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部活
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Bed room
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Kitchen

Laundry

海に向かって
　音楽を奏でよう

いい音だなあ

ぽかぽか陽気だ

久しぶりに楽しく会話

かわいいヴォリューム感

30cmのガラスの帯から
下に光が落ちる

プライベート中海

private room

private room

private room

private room

敷地は広島県の南西部に位置し、瀬戸内海に面する広島県呉市沿岸部。
牡蠣の養殖が盛んな島々が付近に分布し、温暖気候で過ごしやすい海
域。港町が多いため船の停留所となるエリアが広く存在することから
海の生活と陸の生活の接続点として取り入れやすい地域である。

京都の実家 京都の実家FLOAT HOUSE

家族構成

おばあちゃん

お母さん お父さん

お姉ちゃん お兄ちゃん

私

夏に出現する家族の島。

「家族で過ごすこと」を、改めて未来の住まいに提案したい。
みんな社会人になった家庭では、複数の生活リズムが同時に進む。
しかし子供が小さな頃は、みんなで旅行をし、食卓を囲み、一つの時間を共有していた。
そんな豊かな時間を取り戻す夏があったら、幸せな時間をつくれるのではないか。

現在、リモートワークが発展し、SNSが普及する社会。離れた存在を想う毎日。
でも、目の前の人の大切さを忘れないように。この広島の海で共に夏を過ごそう。

夏に家族が集結し、大きな海をみんなで冒険する夢の家。
再び同じ時間を共有する小さな島。

退職後（60） 退職後（62）

（26）

（22）
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（93）

私の部屋： 水平線で区切られた水中と水上の贅沢な風景


